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１．調査目的 

環境省では、効果的な石綿ばく露者の健康管理の在り方を検討しており、平成 27 年度から

令和元年度にかけては、石綿検診（仮称）モデルの実施に伴う課題等を検討するため、「石綿ば

く露者の健康管理に係る試行調査」（以下「試行調査」という。）を実施した。平成 31 年３月に

は「石綿ばく露者の健康管理に係る試行調査の主な結果及び今後の考え方について（中間とり

まとめ）」（石綿ばく露者の健康管理に関する検討会）が示され、一般住民の健康管理について

は、既存検診の機会を利用して石綿関連疾患が発見できるような体制を整備することが望まし

いとされた。一方、一定の石綿ばく露を受けた可能性が高いとみられる集団については、健康

管理の在り方を検討する上で更なる知見の収集が望ましいとされた。このような状況を鑑み、

本業務は、既存検診の機会を活用して石綿関連疾患が発見できる体制の整備に資するため、自

治体の石綿読影の精度向上に向けた知見を収集することを目的に、「石綿読影の精度に係る調査」

（以下「読影調査」という。）に関する２次読影等を行った。また、石綿関連疾患の早期発見、

早期救済の可能性検証のための知見の収集を行うことを目的に、「有所見者の疾患の早期発見可

能性に関する調査」（以下「有所見者調査」という。）を行った。 

 

２．読影調査 

2.1 ２次読影の実施 

2.1.1 調査内容 

「令和２年度石綿読影の精度に係る調査計画書」（令和２年３月 環境省）に準じて、読影調

査実施自治体から送付される１次読影実施者の画像データ等を整理し、１次読影の結果「精密

検査不要」と判定された者を対象に２次読影を実施した。２次読影は１名の画像につき２名の

読影医が行い、２次読影チェックシートを用いて所見等の有無や判定を行った。 

 

2.1.2 調査結果 

２次読影対象者は 32 自治体の 870 人で、精密検査が必要と判断された者は 95 人であった。

使用した読影チェックシートは巻末資料に示すとおりである。 

 

2.2 読影講習会の開催 

2.2.1 調査内容 

石綿関連疾患等の診断精度向上を目的として、石綿関連疾患の診断等に携わることがある医

師など（主に呼吸器内科、画像診断科）を対象に読影講習会を開催した。 

 

2.2.2 調査結果 

高の原中央病院田村猛夏氏、横須賀市立うわまち病院三浦溥太郎氏、独立行政法人労働者健

康安全機構奈良産業保健推進センター畠山雅行氏を講師として読影講習会を開催した。開催に

際し、講習会の運営に関する事務手続きを行った。開催状況は表 2-2-1 に示すとおりである。

東京会場、名古屋会場、福岡会場については新型コロナウイルス感染拡大の影響を考慮し、開

催を中止した。 
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表 2-2-1 読影講習会の開催状況 

会場 開催時期及び講義 参加者数 

東京 2021 年 1 月 31 日 

 

開催中止 

名古屋 2020 年 12 月 13 日 

 

開催中止 

大阪 2021 年 3 月 7 日 

・読影講習会 

① 石綿健康被害救済制度について 

② 石綿関連所見・疾患の診断のポ

イント 

③ 石綿関連の画像所見について 

④ 読影実習 

 

4 人 

福岡 2021 年 1 月 17 日 

 

開催中止 

 

 

2.3 読影調査の結果等を踏まえた検討 

2.3.1 調査内容 

（１）読影調査結果の取りまとめ及び分析 

参加自治体が行った１次読影結果と本調査の２次読影結果を照合するなど読影調査結果につ

いての取りまとめ及び分析を行い、自治体の石綿読影の精度向上に向けた知見を整理した。 

（２）自治体担当者会議の開催 

関係自治体担当者会議を開催し、読影調査の実施状況のレビュー、読影調査から得られた課

題等について検討した。 

 

2.3.2 調査結果 

（１）読影調査結果の取りまとめ及び分析 

読影調査の結果は表 2-3-1(1)～(5)に示すとおりである。 
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石綿読影の精度に係る調査は、調査への参加を希望した 34 自治体において実施された。調査

のフローは図 2-3-1(1)に示すとおりである。 

 

 

図 2-3-1(1) 読影調査のフロー 

 

  

一次読影と二次読影の結果比較、精密検査結果の確認　など
→　読影精度の向上、既存検診を活用して石綿関連疾患が発見できる体制の整備
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表 2-3-1(1) 参加者の年齢階層 

 

 

表 2-3-1(2) 参加者の喫煙歴 

 

※ブリンクマン指数＝〔１日当たりの喫煙本数〕×〔喫煙年数〕 

 

40歳未満 0.0% 0.0% 0.0%

40～49歳 31 5.0% 15 3.3% 46 4.3%

50～59歳 80 13.0% 63 14.0% 143 13.4%

60～69歳 137 22.3% 120 26.7% 257 24.1%

70～79歳 257 41.8% 201 44.7% 458 43.0%

80～89歳 106 17.2% 51 11.3% 157 14.7%

90歳以上 4 0.7% 0.0% 4 0.4%

合　　計 615 100.0% 450 100.0% 1,065 100.0%

男性 女性 合計

非喫煙者 214 34.8% 388 86.2% 602 56.5%

過去の
喫煙者

347 56.4% 55 12.2% 402 37.7%

現喫煙者
ブリンクマン指

数600未満

27 4.4% 4 0.9% 31 2.9%

現喫煙者
ブリンクマン指

数600以上

27 4.4% 3 0.7% 30 2.8%

合　　計 615 100.0% 450 100.0% 1,065 100.0%

男性 女性 合計
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表 2-3-1(3) 参加者のばく露歴 

 

 

  

職歴 337 54.8% 71 15.8% 408 38.3%

家庭内 30 4.9% 95 21.1% 125 11.7%

立入・
屋内環境

43 7.0% 36 8.0% 79 7.4%

その他 161 26.2% 212 47.1% 373 35.0%

合　　計 571 92.8% 414 92.0% 985 92.5%

男性 女性 合計
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表 2-3-1(4) 調査の実施状況（自治体別） 

 

※a は調査参加者、b は一次読影を受けた者、c は二次読影を受けた者に対する割合 

  

実施者 ％
a うち要精検 ％

b 実施者 ％
b うち要精検 ％

c

1 埼玉県 さいたま市 42 32 76.2 4 12.5 28 87.5 2 7.1

2 岐阜県 羽島市 184 184 100.0 18 9.8 166 90.2 26 15.7

3 大阪府 大阪市 45 45 100.0 10 22.2 35 77.8 2 5.7

4 堺市 32 32 100.0 4 12.5 28 87.5 4 14.3

5 岸和田市 11 9 81.8 1 11.1 8 88.9 2 25.0

6 貝塚市 8 8 100.0 0 0.0 8 100.0 0 0.0

7 八尾市 2 2 100.0 0 0.0 2 100.0 0 0.0

8 泉佐野市 12 12 100.0 2 16.7 10 83.3 0 0.0

9 河内長野市 37 37 100.0 10 27.0 27 73.0 1 3.7

10 和泉市 1 1 100.0 0 0.0 1 100.0 0 0.0

11 東大阪市 10 10 100.0 0 0.0 10 100.0 1 10.0

12 泉南市 14 14 100.0 7 50.0 7 50.0 2 28.6

13 阪南市 28 28 100.0 0 0.0 28 100.0 1 3.6

14 熊取町 3 3 100.0 2 66.7 1 33.3 0 0.0

15 岬町 2 2 100.0 0 0.0 2 100.0 1 50.0

16 兵庫県 神戸市 78 78 100.0 2 2.6 76 97.4 6 7.9

17 尼崎市 267 267 100.0 120 44.9 147 55.1 8 5.4

18 西宮市 23 23 100.0 0 0.0 23 100.0 3 13.0

19 奈良県 奈良市 11 11 100.0 1 9.1 10 90.9 2 20.0

20 大和高田市 3 3 100.0 0 0.0 3 100.0 0 0.0

21 天理市 0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

22 五條市 12 12 100.0 0 0.0 12 100.0 1 8.3

23 御所市 5 5 100.0 0 0.0 5 100.0 1 20.0

24 平群町 5 5 100.0 0 0.0 5 100.0 0 0.0

25 三郷町 29 29 100.0 0 0.0 29 100.0 1 3.4

26 斑鳩町 51 51 100.0 0 0.0 51 100.0 6 11.8

27 田原本町 7 7 100.0 0 0.0 7 100.0 1 14.3

28 上牧町 4 4 100.0 0 0.0 4 100.0 0 0.0

29 王寺町 62 62 100.0 0 0.0 62 100.0 15 24.2

30 広陵町 2 2 100.0 0 0.0 2 100.0 1 50.0

31 河合町 5 5 100.0 0 0.0 5 100.0 2 40.0

32 下市町 0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

33 福岡県 北九州市 32 32 100.0 2 6.3 30 93.8 1 3.3

34 佐賀県 鳥栖市 38 38 100.0 0 0.0 38 100.0 5 13.2

1065 1053 98.9 183 17.4 870 82.6 95 10.9

自治体 参加者
１次読影

合計

２次読影
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表 2-3-1(5) 調査の実施状況（１次読影方法別） 

 

※a は調査参加者、b は一次読影を受けた者、c は二次読影を受けた者に対する割合 

 

  

実施者 ％
a うち要精検 ％

b 実施者 ％
b うち要精検 ％

c

1 496 496 100.0 148 29.8 348 70.2 36 10.3

2 委託 単独医師 566 554 97.9 35 6.3 519 93.7 59 11.4

3 複数医師 3 3 100.0 0 0.0 3 100.0 0 0.0

1065 1053 98.9 183 17.4 870 82.6 95 10.9合計

１次読影実施体制 参加者
１次読影 ２次読影

読影委員会



8 
 

表 2-3-1(6) １次読影での所見 

 

その他の所見：胸膜肥厚 88 件、炎症後変化 19 件、不整形陰影 16 件、瘢痕 16 件など 

 

表 2-3-1(7) １次読影で要精密検査となった者の胸部 CT 検査結果 

 

※（ ）内は疑い（内数）  

合計 40歳未満 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80～89歳 90歳以上

胸部X線検査受診者 1053 0 44 139 256 454 156 4

石綿関連所見実人数 364 0 3 18 79 175 87 2

①胸水貯留 5 0 0 0 0 2 3 0

②胸膜プラーク 118 0 0 2 26 67 23 0

③びまん性胸膜肥厚 23 0 1 1 2 14 5 0

④肺野・縦隔の腫瘤状
陰影(肺がん等)

16 0 0 1 2 11 2 0

⑤肺線維化所見（不整
形陰影）

22 0 0 1 3 8 10 0

⑥その他の所見 242 0 2 15 54 108 61 2

胸部CT検査受診者

石綿関連所見実人数 98 (15) 0 (0) 1 (0) 1 (1) 24 (3) 53 (7) 19 (4) 0 (0)

①胸水貯留 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

②胸膜プラーク
(胸膜肥厚斑)

96 (11) 0 (0) 1 (0) 1 (1) 24 (3) 52 (5) 18 (2) 0 (0)

③びまん性胸膜肥厚 3 (2) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 3 (1) 0 (1) 0 (0)

④胸膜腫瘍(中皮腫)疑
い

0 0 0 0 0 0 0 0

⑤肺野の間質影 2 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2 (1) 0 (0)

⑥円形無気肺 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0)

⑦肺野の腫瘤状陰影
(肺がん等)

0 (2) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (2) 0 (0) 0 (0)

⑧リンパ節の腫大 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

②胸膜プラーク且つ
⑤肺野の間質影あり

1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0)

80～89歳 90歳以上

151 0 2 5 34 78 32 0

合計 40歳未満 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳
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表 2-3-1(8) ２次読影での所見 

 

その他の所見：炎症後変化 20 件、瘢痕 15 件、胸膜肥厚 13 件、結節 10 件、索状影 7 件など 

 

表 2-3-1(9) ２次読影で要精密検査となった者の胸部 CT 検査結果 

 

※（ ）内は疑い（内数）  

合計 40歳未満 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80～89歳 90歳以上

胸部X線検査受診者 870 0 42 134 213 361 116 4

石綿関連所見実人数 158 0 2 9 33 72 39 3

①胸水貯留 3 0 0 0 0 1 2 0

②胸膜プラーク 57 0 0 2 14 31 10 0

③びまん性胸膜肥厚 1 0 0 0 0 0 1 0

④肺野・縦隔の腫瘤状
陰影(肺がん等)

14 0 1 1 1 9 2 0

⑤肺線維化所見（不整
形陰影）

8 0 0 0 0 1 4 3

⑥その他の所見 95 0 1 8 21 40 24 1

胸部CT検査受診者

石綿関連所見実人数 22 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 4 (0) 13 (1) 4 (0) 1 (0)

①胸水貯留 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

②胸膜プラーク
(胸膜肥厚斑)

20 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 4 (0) 12 (1) 4 (0) 0 (0)

③びまん性胸膜肥厚 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

④胸膜腫瘍(中皮腫)疑
い

0 0 0 0 0 0 0 0

⑤肺野の間質影 3 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 1 (0) 0 (0) 1 (0)

⑥円形無気肺 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

⑦肺野の腫瘤状陰影
(肺がん等)

0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

⑧リンパ節の腫大 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

②胸膜プラーク且つ
⑤肺野の間質影あり

1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

80～89歳 90歳以上

36 0 1 3 5 18 8 1

合計 40歳未満 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳



10 
 

表 2-3-1(10) １次読影と２次読影の結果が一致したものの読影結果 

  

その他の所見：炎症後変化 8 件、石灰化 6 件、索状影 4件など 

 

過去の CT 画像あり              過去の CT 画像なし 

 

 

  

１次読影結果 ２次読影結果 件数
1 なし なし 628
2 ②右②左 ②右②左 12
3 ②左 ②左 2
4 ⑤右⑤左 ⑤右⑤左 1
5 ⑥右 ⑥右 13
6 ⑥右⑥左 ⑥右⑥左 8
7 ⑥左 ⑥左 8
計 672

１次読影結果 ２次読影結果 件数 １次読影結果 ２次読影結果 件数
1 なし なし 158 1 なし なし 470
2 ②右②左 ②右②左 2 2 ②右②左 ②右②左 10
3 ②左 ②左 0 3 ②左 ②左 2
4 ⑤右⑤左 ⑤右⑤左 1 4 ⑤右⑤左 ⑤右⑤左 0
5 ⑥右 ⑥右 7 5 ⑥右 ⑥右 6
6 ⑥右⑥左 ⑥右⑥左 2 6 ⑥右⑥左 ⑥右⑥左 6
7 ⑥左 ⑥左 4 7 ⑥左 ⑥左 4
計 174 計 498

凡例： 

① 胸水貯留 

② 胸膜プラーク 

③ びまん性胸膜肥厚 

④ 肺野・縦隔の腫瘤状陰影(肺がん等) 

⑤ 肺線維化所見（不整形陰影） 

⑥ その他の所見 



11 
 

表 2-3-1(11) １次読影で「所見なし」、２次読影で「所見あり」であったものの読影結果 

  

その他の所見：胸膜肥厚 5 件、炎症後変化 4件、結節 4件など 

 

過去の CT 画像あり              過去の CT 画像なし 

 

 

  

１次読影結果 ２次読影結果 件数
1 なし ②右 3
2 ②右②左 10
3 ②右②左⑤右⑤左 1
4 ②右⑥右⑥左 1
5 ②右⑥左 1
6 ②左 1
7 ②左⑥左 2
8 ④右 7
9 ④右⑥右⑥左 1
10 ④左 3
11 ⑤右⑤左 3
12 ⑤右⑥右 1
13 ⑥右 18
14 ⑥右⑥左 9
15 ⑥左 8
計 69

１次読影結果 ２次読影結果 件数 １次読影結果 ２次読影結果 件数
1 なし ②右 0 1 なし ②右 3
2 ②右②左 2 2 ②右②左 8
3 ②右②左⑤右⑤左 0 3 ②右②左⑤右⑤左 1
4 ②右⑥右⑥左 1 4 ②右⑥右⑥左 0
5 ②右⑥左 1 5 ②右⑥左 0
6 ②左 0 6 ②左 1
7 ②左⑥左 0 7 ②左⑥左 2
8 ④右 0 8 ④右 7
9 ④右⑥右⑥左 0 9 ④右⑥右⑥左 1
10 ④左 1 10 ④左 2
11 ⑤右⑤左 2 11 ⑤右⑤左 1
12 ⑤右⑥右 1 12 ⑤右⑥右 0
13 ⑥右 4 13 ⑥右 14
14 ⑥右⑥左 1 14 ⑥右⑥左 8
15 ⑥左 2 15 ⑥左 6
計 15 計 54

凡例： 

① 胸水貯留 

② 胸膜プラーク 

③ びまん性胸膜肥厚 

④ 肺野・縦隔の腫瘤状陰影(肺がん等) 

⑤ 肺線維化所見（不整形陰影） 

⑥ その他の所見 
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表 2-3-1(12) １次読影で「所見あり」、２次読影で「所見なし」であったものの読影結果 

  

その他の所見：瘢痕 15 件、胸膜肥厚 13 件、陳旧性変化 9件など 

 

過去の CT 画像あり              過去の CT 画像なし 

 

 

  

１次読影結果 ２次読影結果 件数
1 ②右②左 なし 2
2 ③右③左 2
3 ④左 1
4 ⑤左 1
5 ⑥右 25
6 ⑥右⑥左 26
7 ⑥左 28
計 85

１次読影結果 ２次読影結果 件数 １次読影結果 ２次読影結果 件数
1 ②右②左 なし 0 1 ②右②左 なし 2
2 ③右③左 0 2 ③右③左 2
3 ④左 0 3 ④左 1
4 ⑤左 0 4 ⑤左 1
5 ⑥右 8 5 ⑥右 17
6 ⑥右⑥左 12 6 ⑥右⑥左 14
7 ⑥左 8 7 ⑥左 20
計 28 計 57

凡例： 

① 胸水貯留 

② 胸膜プラーク 

③ びまん性胸膜肥厚 

④ 肺野・縦隔の腫瘤状陰影(肺がん等) 

⑤ 肺線維化所見（不整形陰影） 

⑥ その他の所見 
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表 2-3-1(13) １次読影と２次読影で判定所見に相違があったものの読影結果 

  

その他の所見：炎症後変化 4 件、陳旧性変化 3 件、石灰化 3 件など 

 

  

１次読影結果 ２次読影結果 件数
1 ②右②左 ②右 1
2 ②右②左 ⑥右 1
3 ②右②左③右③左 ②右②左 1
4 ②右②左⑥右 ②右②左 2
5 ②右③右 ⑥右 1
6 ②右④右 ②右②左 1
7 ②右⑥右 ②右②左 1
8 ②左 ②右②左 2
9 ②左③左⑥左 ⑥左 1
10 ②左⑥右 ②右②左 1
11 ②左⑥左 ②左 1
12 ③左 ⑥右⑥左 1
13 ⑤右⑤左 ①右 1
14 ⑤右⑤左 ②右②左⑤右⑤左 1
15 ⑤左⑥右⑥左 ⑥左 1
16 ⑥右 ①右②右②左 1
17 ⑥右 ②右②左 1
18 ⑥右 ②右②左⑥右 1
19 ⑥右 ②右⑥右 2
20 ⑥右 ④右 1
21 ⑥右 ⑥右⑥左 2
22 ⑥右⑥左 ①右①左②右②左 1
23 ⑥右⑥左 ②右②左 1
24 ⑥右⑥左 ②右②左④右⑥左 1
25 ⑥右⑥左 ②右②左⑥右⑥左 1
26 ⑥右⑥左 ②右⑥右⑥左 1
27 ⑥右⑥左 ②左 1
28 ⑥右⑥左 ④左⑥右⑥左 1
29 ⑥右⑥左 ⑤右⑤左 1
30 ⑥右⑥左 ⑥右 4
31 ⑥右⑥左 ⑥左 2
32 ⑥左 ②右②左⑥左 2
33 ⑥左 ②左 1
34 ⑥左 ③左 1
35 ⑥左 ⑥右⑥左 1
計 44

凡例： 

① 胸水貯留 

② 胸膜プラーク 

③ びまん性胸膜肥厚 

④ 肺野・縦隔の腫瘤状陰影(肺がん等) 

⑤ 肺線維化所見（不整形陰影） 

⑥ その他の所見 
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過去の CT 画像あり              過去の CT 画像なし 

 

 

  

１次読影結果 ２次読影結果 件数 １次読影結果 ２次読影結果 件数
1 ②右②左 ②右 0 1 ②右②左 ②右 1
2 ②右②左 ⑥右 1 2 ②右②左 ⑥右 0
3 ②右②左③右③左 ②右②左 1 3 ②右②左③右③左 ②右②左 0
4 ②右②左⑥右 ②右②左 0 4 ②右②左⑥右 ②右②左 2
5 ②右③右 ⑥右 0 5 ②右③右 ⑥右 1
6 ②右④右 ②右②左 0 6 ②右④右 ②右②左 1
7 ②右⑥右 ②右②左 0 7 ②右⑥右 ②右②左 1
8 ②左 ②右②左 1 8 ②左 ②右②左 1
9 ②左③左⑥左 ⑥左 0 9 ②左③左⑥左 ⑥左 1
10 ②左⑥右 ②右②左 0 10 ②左⑥右 ②右②左 1
11 ②左⑥左 ②左 0 11 ②左⑥左 ②左 1
12 ③左 ⑥右⑥左 0 12 ③左 ⑥右⑥左 1
13 ⑤右⑤左 ①右 1 13 ⑤右⑤左 ①右 0
14 ⑤右⑤左 ②右②左⑤右⑤左 0 14 ⑤右⑤左 ②右②左⑤右⑤左 1
15 ⑤左⑥右⑥左 ⑥左 0 15 ⑤左⑥右⑥左 ⑥左 1
16 ⑥右 ①右②右②左 0 16 ⑥右 ①右②右②左 1
17 ⑥右 ②右②左 0 17 ⑥右 ②右②左 1
18 ⑥右 ②右②左⑥右 0 18 ⑥右 ②右②左⑥右 1
19 ⑥右 ②右⑥右 1 19 ⑥右 ②右⑥右 1
20 ⑥右 ④右 0 20 ⑥右 ④右 1
21 ⑥右 ⑥右⑥左 1 21 ⑥右 ⑥右⑥左 1
22 ⑥右⑥左 ①右①左②右②左 1 22 ⑥右⑥左 ①右①左②右②左 0
23 ⑥右⑥左 ②右②左 0 23 ⑥右⑥左 ②右②左 1
24 ⑥右⑥左 ②右②左④右⑥左 0 24 ⑥右⑥左 ②右②左④右⑥左 1
25 ⑥右⑥左 ②右②左⑥右⑥左 0 25 ⑥右⑥左 ②右②左⑥右⑥左 1
26 ⑥右⑥左 ②右⑥右⑥左 0 26 ⑥右⑥左 ②右⑥右⑥左 1
27 ⑥右⑥左 ②左 0 27 ⑥右⑥左 ②左 1
28 ⑥右⑥左 ④左⑥右⑥左 0 28 ⑥右⑥左 ④左⑥右⑥左 1
29 ⑥右⑥左 ⑤右⑤左 0 29 ⑥右⑥左 ⑤右⑤左 1
30 ⑥右⑥左 ⑥右 3 30 ⑥右⑥左 ⑥右 1
31 ⑥右⑥左 ⑥左 1 31 ⑥右⑥左 ⑥左 1
32 ⑥左 ②右②左⑥左 0 32 ⑥左 ②右②左⑥左 2
33 ⑥左 ②左 1 33 ⑥左 ②左 0
34 ⑥左 ③左 0 34 ⑥左 ③左 1
35 ⑥左 ⑥右⑥左 0 35 ⑥左 ⑥右⑥左 1
計 12 計 32
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（２）自治体担当者会議の開催 

関係自治体担当者会議を開催し、読影調査の実施状況のレビュー、読影調査から得られた課

題等について検討した。開催状況は表 2-3-2 に示すとおりである。なお、開催に際し、会議の

運営に関する事務手続きを行った。 

 

表 2-3-2 関係自治体担当者会議の開催状況 

 開催時期及び議事 関係自治体 

第１回 2021 年 1 月 27 日 

・令和２年度調査結果について 

・その他 

さいたま市、羽島市、大阪市、堺市、

貝塚市、八尾市、泉佐野市、河内長野

市、和泉市、東大阪市、泉南市、熊取

町、神戸市、尼崎市、西宮市、奈良市、

大和高田市、御所市、平群町、斑鳩町、

上牧町、王寺町、広陵町、河合町、下

市町、北九州市、鳥栖市（２７地域） 
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３．有所見者調査 

3.1 有所見者調査の実施 

3.1.1 調査内容 

「令和２年度石綿読影の精度確保等調査業務に係る仕様書」（令和２年４月 環境省）に

準じて、有所見者調査を実施した。 

なお、調査実施に際し、以下の準備を行った。 

・書類（説明書、申請書、同意書、問診票）の作成 

・調査の周知 

・申請受付、問合せ対応 

・調査参加者の分類 

・医療機関調整、受診票交付 

・検査（胸部エックス線検査または胸部ＣＴ検査、精密検査） 

・フォローアップ等 

・集計、取りまとめ 

 

3.1.2 調査結果 

「令和２年度石綿読影の精度確保等調査業務に係る仕様書」（令和２年４月 環境省）に

準じて、有所見者調査を実施した。 

 

（１）調査書類の作成 

調査の説明書、申請書、同意書及び問診票は巻末資料に示すとおりである。 

（２）調査の周知 

読影調査の対象地域等において、過去に関連する調査に参加した者や読影調査に参加した

者に調査説明書を配布し、有所見者調査の周知を行った。また、調査についてホームページ

を作成するとともに、環境省、自治体にもホームページへの掲載を依頼した。 

（３）申請受付、問合せ対応 

本調査専用フリーダイヤル、メールアドレス、ＦＡＸを準備し、申請受付や問合せに対応

した。 

（４）調査参加者の分類 

石綿ばく露による肺がん発症リスク等を参考に、調査参加者を「石綿のばく露が推定され

る集団」「石綿の大量ばく露が推定される集団」に分類した。 

（５）医療機関との調整、受診券の交付 

本調査で使用した受診券は巻末資料に示すとおりである。 

参加者が最寄りのアスベスト疾患センターを設置する労災病院等指定医療機関で検査を

受けられるように受診票を交付した。 

（６）検査 
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本調査で使用した読影チェックシート、結果通知書、検査条件は巻末資料に示すとおりで

ある。 

医療機関において、視診、問診等により検査実施の的確性を判断した上で、「石綿ばく露

が推定される集団」に対しては胸部エックス線検査を、「石綿の大量ばく露が推定される集

団」に対しては胸部ＣＴ検査を実施した。なお、両検査ともに最新の検査から半年後を目安

に実施し、かつ、胸部ＣＴ検査については過去１年間に胸部ＣＴ検査を受診していない場合

に実施した。 

（７）フォローアップ等 

肺がん検診の受診状況を問診票等により把握した。 

（８）結果 

本調査に関する問合わせ件数は 200 件で、申請数は 22 件であった。 

申請者 22 人の居住歴等は表 3-1-1 に示すとおりである。 

 

表 3-1-1 受診者の現住地 

現住地 件数 現住地 件数 現住地 件数 

神奈川県 1 京都府 1 佐賀県 2 

愛知県 1 大阪府 6 - - 

岐阜県 10 徳島県 1 計 22 
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3.2 有所見者調査の結果取りまとめ及び検討等 

3.2.1 調査内容 

（１）有所見者調査の結果について読影調査参加自治体への情報提供 

読影調査の参加自治体に対し、当該自治体在住者の有所見者調査の結果について情報提供を

行った。 

（２）検討会の実施 

「石綿読影の精度確保等調査に関する意見交換会」を開催し、読影調査及び有所見者調査の

実施状況、調査結果の取りまとめ等について検討した。 

 

3.2.2 調査結果 

（１）有所見者調査の結果について読影調査参加自治体への情報提供 

読影調査の参加自治体に対し、当該自治体在住者の有所見者調査の結果について情報提供を

行った。 

（２）検討会の実施 

「石綿読影の精度確保等調査に関する意見交換会」を開催し、読影調査及び有所見者調査の

実施状況、調査結果の取りまとめ等について検討した。委員は表 3-2-2 に示すとおりである。 

 

表 3-2-2(1) 「石綿読影の精度確保等調査に関する意見交換会」委員名簿 

氏名 所属 

芦澤 和人 
長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科展開医療科学講座 

臨床腫瘍学分野 教授 

◎島 正之 兵庫医科大学 公衆衛生学講座 主任教授 

祖父江 友孝 大阪大学大学院 医学系研究科 社会医学講座環境医学 教授 

中野 孝司 
国家公務員共済組合連合会 大手前病院 

顧問 臨床研究センター長 呼吸器センター長 

平野 靖史郎 
国立研究開発法人 国立環境研究所 

環境リスク・健康研究センター フェロー 

（五十音順、敬称略、◎座長） 
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４．まとめ 

4.1 読影調査 

・870 人に２次読影を実施し、うち精密検査を必要と判断された者は 95 人であった。 

・石綿関連疾患等の診断精度向上を目的として読影講習会を開催した。 

・読影調査結果についての取りまとめ及び分析を行うとともに、関係自治体担当者会議を開催

し、実施状況のレビュー、課題等について検討した。 

4.2 有所見者調査 

・本調査に関する問合わせ件数は 200 件で、申請数は 22 件であった。 

・「石綿読影の精度確保等調査に関する意見交換会」を開催し、読影調査及び有所見者調査の実

施状況、調査結果の取りまとめ等について検討した。 
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リサイクル適性の表示：印刷用の紙にリサイクルできます 

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の

基準にしたがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料［Ａランク］のみを用いて

作製しています。 

 
 

 

 

 


